
第１回北栄町男女共同参画審議会 報告 

日   時 平成29年7月14日（金）19:00～20:30  

場   所  北栄町大栄農村環境改善センター 会議室2 

出 席 者  

永田洋子委員長、片山彦志副委員長、遠藤隆好委員、門脇友美委員、 

北村香委員、徳山邦子委員、藤本正一委員 

（事務局）企画財政課長 小澤、企画財政課政策企画室長 藤友 

 

【日 程】 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

（１）第 3 次男女共同参画基本計画パブリックコメントの実施結果等について 

 ①パブリックコメントの実施結果について・・・0 件 

 ②第 3 次男女共同参画基本計画最終案について 

   ③町長への提出について 

（２）第 2 次北栄町男女共同参画基本計画に基づく施策の取組み状況について 

４ その他 

５ 閉 会 

 

【意見等】 

３ 議 事 

（１）第 3 次男女共同参画基本計画パブリックコメントの実施結果等について 

①パブリックコメントの実施結果について・・・0 件 

②第3次男女共同参画基本計画最終案について 

【事務局説明】 

・平成28年度実績や男女共同参画推進会議総会での意見を踏まえ、最終案を3点変更 

 ①男女共同参画フォーラム「年1回開催」→「男性の参加率15%以上」 

 ②家族協定制度→家族経営協定制度（H28実績値も修正） 

 ③乳がん、子宮がん検診受診率「乳がん38.0%子宮がん31.5%」→「乳がん41.5%子宮がん

32.0%」（H28実績値も修正） 

【委員意見】 

○男女共同参画フォーラム「年1回開催」→「男性の参加率15%以上」 

・「男性参加率」とすることで、より分かりやすい目標設定となったのではないか。 

・自治会でも参加を呼び掛ける放送をするが、男性参加が伸びない。 

・フォーラムの講演テーマについては、男性も興味を持てる題材を選んでいるが、参加が伸

びない。 

・男性の参加率は、講師によっても違ってくるように思う。男性はデータを用いた話に興味

があり、経済や終活等にも関心があるようだ。 

・「女性が対象のイベントだと思っていた」という声をよく聞く。主催が女性団体であるた

め、勘違いされるのではないか。広報・啓発の方法を工夫した方がよい。 

 

○乳がん、子宮がん検診受診率「乳がん38.0%子宮がん31.5%」→「乳がん41.5%子宮がん32.0%」 

・乳がん子宮がんの受診率は、実績を見ると目標値がほぼ達成できているように見える。も

っと高く設定すべきではないか。 



・毎年度、受診率を着実に達成し、そこに留まらず更に上げていくことを目指すのであれば、

それぞれの数値に「以上」を付けてはどうか。 

・毎年度の目標値ではなく、5年後（平成33年度）の目標値として、乳がん45%、子宮がん35%

と設定してはどうか。 

 →（結論）目標値（平成33年度）を乳がん45%、子宮がん35%とする。 

 

○最終案の承認について 

・承認する。 

 

③町長への提出について 

【事務局説明】 

・7月20日（木）午後1時30分 北栄町役場大栄庁舎2階 町長室 

 

（２）第 2 次北栄町男女共同参画基本計画に基づく施策の取組み状況について 

【委員意見】 

○各委員会、審議会における女性の登用率 

・常に注意を払っていないと、以前からの慣習で男性委員となり、すぐに登用率が下がって

しまう。 

・女性も男性も同一人物がいくつも委員を掛け持ちしていないか。底辺を広げて、より多く

の人の意見を聞くことが大切である。 

・県では、各種委員がデータベース化されており、同一人物が2つ以上掛け持ちになると、「何

故そうしなくてはいけないのか」という理由付けが必要であり、理由がなければ認められ

ない。 

・選出する際には、各団体の会長（役職）ではなく、代表としているケースも多い。それで

も会長が出てしまうことがある。 

 ・女性団体では推薦依頼があった場合、「会長」とあてられたもの以外は、委員全員に割り

振っている。それが人材育成につながる。 

 ・行政からの推薦依頼も、役職を指定せず、「団体の代表として女性や若い人を推薦してほ

しい」と求めると団体も推薦しやすい。「町から指定されているので」と言えば頼みやす

い。 

 ・各団体への推薦依頼は、様々な時期に来る。「1週間以内に選出してください」と依頼さ

れても、他の役員と相談する時間がないため、会長が自ら出ざるを得ない状況となる。一

覧表等があれば当初の役員会で割り振ることができる。 

 ・ＰＴＡへのあて職は学校側が把握しており、年度当初の役員会で相談して割り振っている。 

 ・設立して間もない組織はあて職を把握できていないことがある。女性を選出してほしいの

であれば、一度、あて職の一覧表をお知らせする取り組みをしてみてもよいのではないか。 

 ・委員もデータベース化すると、人材バンクとして活用できるのではないか。 

  

４ その他 

  よりん彩より･･･女性活躍サミットを平成29年8月18日、19日に開催 

 

 


